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研究成果の概要（和文）： 

再解析データと CMIP3マルチモデルアンサンブルを用いた解析から、12月の NAO（北大西洋振

動）や、AO(北極振動)と１年後の WP（西太平洋パターン）の関係について調べ、５年の high pass 

filter 処理をした解析から、NAO や AO の 1 年後に ENSO（エルニーニョ南方振動）が起こりや

すいという関係を見出し、WPは ENSOに対する大気応答であるという説を提唱した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The influence of the Northern Hemisphere annular mode (NAM) on the El Nino/Southern 
Oscillation (ENSO) was examined using 41-year reanalysis data and an atmospheric general 
circulation model (AGCM). Significant lag correlations between the NAM index for spring 
and the Nino-3 index for the following winter were revealed. An anomalous lower 
tropospheric westerly associated with modulation of the westerly wind burst (WWB) over 
the western tropical Pacific in spring often coincided with the positive phase of the 
NAM and extended eastward during summer and autumn. Then, warm sea surface temperature 
(SST) anomalies reflecting El Nino appeared over the eastern tropical Pacific in early 
winter. In an AGCM experiment in which SSTs were fixed as a climatological-mean monthly 
distribution, the interannual modulation of WWB was significantly associated with NAM 
variability in spring, supporting the possible influence of the NAM in spring on an ENSO 
outbreak the following winter. 
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１．研究開始当初の背景 
エルニーニョ(ENSO)と北極振動(AO)．これ
らが,地球規模や地域規模の気候を支配して
いることはよく知られている．異常冷夏,異常
暖冬が起こるたびに,マスコミですらその原
因を,「エルニーニョ」や「北極振動」に求め
がちである．これら地球規模の気候に影響を
及ぼすENSOとAOの両者の関連性について
の研究が海外で最近ようやく開始されてき
ている．しかしこれら近年の研究ですら,赤道
大気海洋系が,中高緯度の気候系を支配する
という立場,つまり,ENSO が「主」で,AO が
「従」であるという立場であり,従来型の熱帯
が主導的であるという因習にとらわれてい
る旧来の発想と何ら変わらない． 
 
２．研究の目的 
本研究では,この主従関係は実は逆ではない
であろうか？という発想である．つまり,北極
が「主」で赤道が「従」ということはないの
であろうか？言い換えれば,「北極振動」が,
「ENSO」を駆動することはないのだろう
か？ということである．われわれはこのよう
な逆転の発想に基づいた世界でも全く前例
のない研究に挑戦する．われわれの研究グル
ー プ は ,Nakamura, Tachibana, Honda and 
Yamane (2006) Gephysical Research Letters, で,
「北極振動」が晩冬から初春に「正」のパターン
が強まると,その後の翌冬にエルニーニョが発生
するという統計的関係を世界で初めて示した．こ
の段階では単に統計的にラグ相関が存在するこ
とを示しただけであり,単なる統計上の偶然であ
る可能性もあり,そのメカニズムについては述べ
ていない． 
 
３．研究の方法 
客観解析データ解析や CMIP3マルチモデ

ルアンサンブルを用いて、上記仮説が成り

立つかどうかを検証する。 

 
４．研究成果 
萌芽研究にふさわしく、研究は意外な方向に
進んだ。我々は再解析データを用いた解析か
ら、12月の NAO（北大西洋振動）と１年後の
WP（西太平洋パターン）の関係について調べ、
５年の high pass filter 処理をした解析か
ら、NAOの 1 年後に ENSO（エルニーニョ南方
振動）が起こりやすいという関係を見出し、
WP は ENSO に対する大気応答であるという説
を提唱した。NAO が負（南側が低気圧偏差、
北側が高気圧偏差）の場合、初春の AO は、
正になることが多いこともわかった。 

 ただし現実の大気海洋場において時

間・空間的に離れた現象の関係を議論する場

合、サンプリング数の少なさに起因する偶然

性や疑似相関に注意しなければいけない。二

つの現象が偶然性や疑似相関ではなく、現実

に何らかの物理情報の伝搬による関係を持

つことを示すために、数値モデルによる現象

の再現からそのプロセスを抽出する手法が

有効である。しかしモデルに固有の特徴やモ

デルバイアスのために、モデルで再現される

２つの現象は、両者を繋ぐ物理情報の伝搬プ

ロセスは現実と同様であっても、再現される

時間スケールや空間パターンには現実との

ズレが存在する可能性がある。我々は、モデ

ルで再現される二つの変動モードについて、

多少の時間スケール・空間パターンのズレを

許容しつつ、その関係性の高さを示す指標

(Coherency index)を開発した。その結果、１

つのモデルを除き、全てのモデルで冬季の 4 ヶ

月のうち最低一月は 1 年後の ENSO と関係性の

高い NAO が現れていることが示された。 
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